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１月１日号の表紙には、７人１団体の
かたに登場していただき、「今年の抱負」
を述べてもらいました。新しい年が始
まります。2013 年、皆さんの抱負はな
んでしょうか？

山本 さくらさん・和虎くん

　2012 年夏に開催された全日本ジュ
ニアテコンドー選手権大会で、大会史
上初めて姉弟優勝を果たしたさくらさ
ん（大門小５年生）と和虎くん（同４年
生）。さくらさんは３年生から３連覇を
達成し、和虎くんは初優勝に輝きまし
た。週５日教室で練習に励み、「将来は
オリンピックに出たい」と意欲を燃や
しています。

全
日
本

四
連
覇
‼
二
連
覇
‼

三浦 和也さん

　六供町にある慶応元年（1865 年）創
業の「三浦太鼓店」６代目。20 歳で
太鼓職人への道を歩み始め、現在は
父・宏之さんと共に、年間 300 個以上
の太鼓を作ります。職人であると同時
に、自分の作る “音” に責任を持ちたい
と、自らも叩き手となり、「和太鼓零～
ZERO～」のリーダーとして和太鼓の
演奏活動を続けています。

活い

き
た
和
太
鼓
の

〝
音
〞
を
届
け
る
‼

畔栁 　榮（赫）さん

　明治 45（1912）年 5月 10日生まれ、
現在 100 歳の日本画家・畔栁赫さん。
日本画・白士会の創立会員で、現在は
白士会顧問、岡崎美術協会名誉顧問を
務めています。元気の秘

ひ

訣
けつ

は、日本画
教室で生徒の指導にあたること。2013
年の勅題（毎年１月に宮中で行われる年
の始めの歌会の題）ということで、「立」
を描いてくださいました。

立

蟹江 美貴さん

　2012 年夏に開催されたロンドンオリ
ンピックで、アーチェリー女子団体銅
メダルを獲得した蟹江選手。市立東海
中学校の部活動でアーチェリーを始め、
愛知産業大学三河高等学校時代には全
国高等学校総合体育大会団体戦優勝に
輝きました。10 月には両校を訪問し、
生徒から次々と挙がる質問に、優しい
笑顔で答えてくれました。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の

楽
し
さ
を
伝
え
る

中嶋 一貴さん

　レーシングドライバー。10 歳で初め
てレーシングカーのハンドルを握り、
17 歳でフォーミュラトヨタ・レーシン
グスクールの奨学生に選ばれました。
2008 年から F １チームウィリアムズの
レギュラードライバーとして世界を転
戦し、2010年に帰国。2012年の活躍は、
８ページの「旬な人」をご覧ください！

継
続
と
前
進
！

丹羽 勁子さん

　書家。スペインサラゴサ万博会場で
の大書の実演やフランス・カナダ・イ
ンドでの展覧会など、国内外において
活躍しています。毎年開催する大字創
作「わらべ展」は、昨春で 30回を数え
ました。2007 年からは美しく正しい鉛
筆の持ち方を指導する「手元美人運動」
を展開。子どもから大人まで幅広い世
代に向けた指導・講演を行っています。

念お
も

い
つ
づ
け
る

HAPPYPUNCH ハピベジプロジェクトの皆さん
　2009 年から、豊かな緑に囲まれた千

ぜまんぢょう

万町町に週末集まり、休耕地となっ
た畑で大豆を中心とした野菜作りに挑戦しています。20代・30代を中心と
したメンバーは、市内外の社会人・学生・主婦などさまざま。「千万町町がもっ
と元気になるように」と、祭りやイベントなどの手伝いをしながら、地域の
かたと寄り添ってまちのPRを行っています。

楽しさ増↑
メンバー増↑

表紙の写真

やまもと さくら さん・かずとら くん

みうら かずや さん

くろやなぎ さかえ（かく）さん

かにえ みき さん

なかじま かずき さん

にわ けいこ さん

年
頭
に
あ
た
っ
て

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

欧
州
の
債
務
危
機
や
新
興
国
経
済
の
減
速
に

よ
り
世
界
経
済
が
低
迷
す
る
な
か
、
デ
フ
レ
不

況
の
日
本
経
済
も
一
向
に
回
復
の
兆
し
が
見
え

て
き
ま
せ
ん
。
昨
年
末
に
は
衆
議
院
議
員
総
選

挙
も
実
施
さ
れ
、
新
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

新
し
い
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
人
心
一
新
に
よ
り

日
本
経
済
の
再
生
に
道
筋
が
開
か
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
市
長
就
任
以
来
、
2
カ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、

今
よ
り
も
更
に
元

気
な
岡
崎
に
創
り

変
え
、
市
民
生
活

の
向
上
を
果
た
し

な
が
ら
、
市
民
の

皆
様
と
共
に
歩
む

こ
と
で
す
。
就
任

に
あ
た
り
い
く
つ

か
の
政
策
を
掲
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
な

か
、
直
ぐ
に
実
現

で
き
る
も
の
、
内

容
を
十
分
検
証
し
て
取
り
掛
か
る
も
の
に
分

け
、
現
在
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

岡
崎
市
は
歴
史
と
伝
統
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
美
し
い
都
市
で
す
。
市
内
を
流
れ
る
矢

作
川
と
乙
川
の
清
流
は
、
岡
崎
を
象
徴
す
る
景

観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
水
辺
空

間
を
活
用
し
、
機
能
的
な
河
川
敷
の
有
効
利
用

を
図
り
な
が
ら
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
に
本
市

に
は
徳
川
家
、
三
河
武
士
に
由
来
す
る
数
多
く

の
歴
史
資
産
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
歴
史
文
化

資
産
を
生
か
し
た
観
光
産
業
都
市
を
目
指
し
、

岡
崎
市
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
8
月
に
は
、
現
代
ア
ー
ト
の
国
際
芸
術

祭
「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
3
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
3
年
に
一
度
開
か
れ
、
本
展

が
名
古
屋
市
以
外
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
多
く
の
か
た
に
本
市
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
現
代
ア
ー
ト
と
と
も
に
本
市

の
歴
史
文
化
に
も
触
れ
な
が
ら
、
岡
崎
の
ま
ち

を
散
策
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
巨
大
地
震
に
備
え
、
公
共
施
設
・

上
下
水
道
・
橋
梁り

ょ
うな
ど
の
耐
震
化
を
行
う
と
と

も
に
、
集
中
豪
雨
対
策
に
備
え
た
河
川
の
氾は
ん
ら
ん濫

対
策
な
ど
、
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
福
祉
・
医
療
・
教
育
に

も
力
を
入
れ
、
特
に
私
学
助
成
の
復
活
は
早
期

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

大
正
5
年
に
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、
3
年

後
の
平
成
28
年
に
は
市
制
1
0
0
周
年
を
迎
え

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
前
年
に
は
徳
川
家
康
公

4
0
0
回
忌
に
あ
た
り
、
家
康
公
ゆ
か
り
の
地

で
あ
る
静
岡
県
、
静
岡
市
、
浜
松
市
の
各
自
治

体
と
連
携
し
、
そ
の
歴
史
と
伝
統
を
伝
え
る
各

種
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
地
域
振
興
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
節
目
を
新
た
な
飛
躍
の
機
会
と
捉

え
、
私
の
描
く
東
岡
崎
駅
前
の
渋
滞
解
消
と
憩

い
の
場
を
提
供
す
る
「
ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
構
想
」

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は

岡
崎
の
玄
関
口
と
し
て
相
応
し
い
景
観
を
創
り

出
す
と
と
も
に
、
乙
川
に
架
か
る
二
つ
の
橋
を

石
の
ま
ち
岡
崎
の
卓
越
し
た
技
術
を
結
集
し
、

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
次
の
1
0
0
年
に

残
し
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
施
策
が
山
積
す
る
中
、
事
業
の
選
択

と
集
中
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
、
岡
崎
に
生

ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
よ
う
「
次
の
岡
崎
、

新
し
い
岡
崎
」
に
向
け
て
、
対
話
と
信
頼
の
市

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
、
市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
輝
く
年
と

な
る
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

内田 康宏
岡崎市長
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
岡
崎
市
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
春

の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
ご
存
じ
の
と
お
り
、
昨
年
は
選
挙
の
年

で
し
た
。
私
ど
も
市
議
会
議
員
37
名
は
、
昨
年

10
月
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
負
託
を

賜
り
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
か
み
し
め

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
本
日
こ
こ
に
元
旦
を

迎
え
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
心
を
新
た
に
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
決
機
関
と
し
て

の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
る
決
意
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
、
二
度

目
の
新
年
を
お
迎
え
の
皆
様
に
、
改
め
て
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
未
曽
有
の

災
害
を
教
訓
に
、
真
剣
な
議
論
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。
市
民
、
地
域
社
会
、
関
係
機
関
、

そ
し
て
行
政
の
連
携
し
た
対
応
に
よ
る
防
災
・

減
災
の
実
現
を
目
指
し
、
岡
崎
市
議
会
初
の
試

み
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
も
と
へ
直
接
お
伺

い
し
、
広
く
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
「
市
民
意

見
聴
取
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆

様
よ
り
頂
戴
し
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見
を
反
映

し
、
昨
年
9
月
の
定
例
会
に
お
い
て
「
防
災
基

本
条
例
」
を
議
員
提
案
に
よ
り
制
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
通

し
て
、
山
積
す
る
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
厳
し

い
経
済
状
況
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た

工
夫
と
努
力
を
続
け
、
皆
様
に
身
近
な
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
新
た
な
情
報
発
信
も
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
11
月
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
新

し
い
岡
崎
市
と
し
て
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、

「
市
制
1
0
0
周
年
記
念
事
業
検
討
特
別
委
員

会
」「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討
特
別
委
員
会
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
価
値
観
が
多
様
化
す
る
な
か
で

は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
様
方
が
よ
り
一
層

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
の
干え

と支
「
巳み

」
に
ち
な
み
、
探
究
心
と

情
熱
を
も
っ
て
38
万
市
民
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
議
決
機
関
と
し
て
の
職
務
に
邁
進
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
素
晴
ら

し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ

新
海 

正
春

岡
崎
市
議
会
議
長
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井
手
瀬
絹
子

井
町　

圭
孝

井
村　

伸
幸

内
田　

　

実

大
原　

昌
幸

小
木
曽
智
洋

小
野　

政
明

加
藤　

　

学

加
藤　

義
幸

神
谷　

寿
広

川
上　

　

守

木
全　

昭
子

吉
口　

二
郎

畔
柳　

敏
彦

柴
田　

　

泉

柴
田　

敏
光

杉
浦　

久
直

鈴
木　

静
男

鈴
木　

英
樹

鈴
木　

雅
子

田
口　

正
夫

竹
下　

寅
生

中
根　

武
彦

野
村　

康
治

畑
尻　

宣
長

蜂
須
賀
喜
久
好

原
田　

範
次

柵
木　

　

誠

三
浦　

康
宏

三
宅　

健
司

太
田　

俊
昭

新
海　

正
春

村
越　

恵
子

簗
瀬　

　

太

山
崎　

憲
伸

山
崎　

泰
信

横
山　

幽
風

議　

長

副
議
長

〈
五
十
音
順
〉

5 市政だより  おかざき  2013年（平成25年）1月1日



南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、

関
係
機
関
と
連
携
強
化
を
図
り
ま
す

　

一
昨
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
避
難
所
に
お
け
る
女
性
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
確
保
な
ど
も
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
本
市
で
は
、
新
た
に
4
人
の
女
性

防
災
会
議
委
員
を
委
嘱
し
、
災
害
時
に
お

け
る
「
女
性
の
視
点
」
を
生
か
し
た
防
災

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

■
新
た
な
防
災
会
議
委
員

・ 

柄
谷
友
香
氏
（
名
城
大
学
大
学
院

准

教
授
）

・ 

近
藤
ひ
ろ
子
氏
（
名
古
屋
大
学
減
災
連
携

研
究
セ
ン
タ
ー

防
災
教
育
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
）

・ 

天
野
優
子
氏
（
あ
い
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー

会

防
災
リ
ー
ダ
ー
）

・ 

木
下
尚
美
氏
（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

お
か
ざ
き

事
務
局
）

■
岡
崎
市
防
災
会
議
／
市
長
を
会
長
と

し
、
行
政
機
関
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
医
療

関
係
者
な
ど
が
構
成
員
と
な
り
、
岡
崎
市

地
域
防
災
計
画
の
作
成
や
実
施
の
推
進
を

行
う
機
関
で
す
。

■
任
期
／
12
月
1
日
〜
平
成
26
年
11
月
30
日

防
災
危
機
管
理
課
☎
23
◆

６
５
３
３

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
岡
崎
で
最
高
震
度
7
が
想
定
さ
れ
ま

す
（
内
閣
府
発
表
）。
こ
れ
を
受
け
、
本

市
で
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

る
た
め
、
災
害
時
に
お
け
る
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
内
全
県
立
高
等
学
校

　

市
内
の
県
立
高
等
学
校
（
特
別
支
援
学

校
を
除
く
）
を
、
一
時
避
難
場
所
（
地
震

時
）
及
び
避
難
所
（
風
水
害
時
）
と
し
て

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
学
校
名
／
岡
崎
（
明
大
寺
町
）・
岡
崎

北
（
石
神
町
）・
岡
崎
東
（
竜
泉
寺
町
）・

岡
崎
西（
日
名
南
町
）・
岩
津（
東
蔵
前
町
）・

岡
崎
工
業
（
羽
根
町
）・
岡
崎
商
業
（
栄
町
）

道
の
駅
「
藤
川
宿
」・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

道
の
駅
「
藤
川
宿
」
及
び
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
4
館
は
、
災
害
時
に
物
資
の
輸
送
・
集

積
や
通
行
車
両
の
た
め
な
ど
の
防
災
拠
点

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
協
定
締
結
先
／
国
土
交
通
省
、
岡
崎
パ

ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
・
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
三
河

共
同
事
業
体
、岡
崎
ま
ち
育
て
セ
ン
タ
ー
・

り
た

自
然
科
学
研
究
機
構

　

1
日
の
平
均
乗
降
客
数
が
３
万
６
千
人

の
名
鉄
東
岡
崎
駅
。
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
、
自
然
科
学
研
究
機
構

が
所
有
す
る
「
岡
崎
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
（
明
大
寺
町
）」
を
帰
宅
困
難
者

支
援
施
設
に
指
定
し
ま
し
た
。

木下 尚美 氏

天野 優子 氏

近藤 ひろ子 氏

柄谷 友香 氏

新
岡
崎
市
防
災
会
議
委
員

４
人
の
女
性
委
員
を
委
嘱

県立高等学校と協定締結

岡崎コンファレンスセンター 道の駅・地域交流センターと協定締結
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皆
さ
ん
の
声
に
お
答
え
し
ま
す
!

● 

市
へ
の
ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
は
広
報
課
へ
。　

☎　
◆

６
０
２
８　

 

℻　
◆

６
９
５
０ 

●

２３

２３

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
行
為
禁
止
を

条
例
に
規
定
し
ま
し
た

VO ICE

雨
水
タ
ン
ク
な
ど
の

補
助

　

雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
た
い

の
で
す
が
、
市
の
補
助
は
あ
り

ま
す
か
。

　

近
年
、
市
街
化
の
進
行
に
伴

い
緑
地
や
水
面
が
減
少
し
、
雨

水
が
浸
透
し
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
都
市
型
集
中
豪
雨
の
際

に
雨
水
の
増
大
に
よ
り
浸
水
被
害
が
多

発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
雨
水
タ
ン
ク
な

ど
の
設
置
や
不
要
と
な
る
浄
化
槽
の
雨

水
貯
留
施
設
へ
の
転
用
に
補
助
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
効
果

　

雨
水
の
一
時
的
な
流
出
抑
制
を
行

い
、
健
全
な
水
環
境
の
育
成
と
併
せ
て

庭
木
へ
の
散
水
な
ど
、
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補
助
事
業
の
概
要

　

補
助
対
象
者
は
公
共
下
水
道
事
業
計

画
区
域
内
に
土
地
ま
た
は
建
物
を
所
有

す
る
か
た
に
限
り
ま
す
。

　

補
助
率
は
、
雨
水
タ
ン
ク
の
材
料
費

の
5
分
の
3
以
内
、
浄
化
槽
の
転
用
は

工
事
費
の
5
分
の
3
以
内
、
い
ず
れ
も

限
度
額
は
9
万
円
で
す
。

　

補
助
を
受
け
る
に
は
、
工
事
着
手
前

に
申
請
を
行

う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

下
水
施
設
課
☎
23
◆

６
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「
岡
崎
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処

理
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
排
出
さ
れ
た

「
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
行
為
禁
止
」
を

規
定
に
盛
り
込
ん
だ
条
例
を
4
月
1
日
に

施
行
し
ま
す
。

　

近
年
、
市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
出
さ
れ
た
資
源
物
の
ア
ル
ミ
缶
や
不

燃
ご
み
の
な
か
で
家
電
製
品
な
ど
の
換
金

性
の
高
い
金
属
類
を
持
ち
去
る
ケ
ー
ス
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
半
の
騒
音

や
ご
み
の
散
乱
、
不
法
投
棄
、
恫ど
う

喝か
つ

を
受

け
た
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
分
別

し
、
適
正
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

出
さ
れ
た
資
源
物
な
ど
を
持
ち
去
る
行
為

は
、
市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
低
下
を

招
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

循
環
型
社
会
の
形
成
の
推
進
、
廃
棄
物
の

適
正
処
理
、
市
民
の
安
全
安
心
な
生
活
の

確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
看
板
の
設
置
や
警

察
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
抑

止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

条
例
改
正
の
概
要

●
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止
す
る
者
／
市
、

廃
棄
物
を
収
集
し
、
ま
た
は
運
搬
す
る
業

務
を
市
が
委
託
し
て
い
る
者
以
外
の
者

●
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止
す
る
場
所
／
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
資
源
物
回
収
拠
点

（
市
民
セ
ン
タ
ー
・
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
資

源
回
収
協
力
店
）

●
持
ち
去
り
行
為
を
禁
止
す
る
ご
み
の
種

類
／
①
資
源
物
（
空
き
缶
、新
聞
紙
な
ど
）

②
不
燃
ご
み
の
う
ち
金
属
部
分
を
含
む
廃

棄
物
（
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
日
用
品
、
電

子
レ
ン
ジ
な
ど
の
家
電
製
品
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
）

●
命
令
に
違
反
し
た
者
へ
の
罰
則
の
規
定

／
20
万
円
以
下
の
罰
金

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

行
為
者
を
発
見
し
た
場
合
は
、
無
理
に

制
止
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
市
へ
の
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
み
対
策
課
☎
23
◆

６
５
３
０

既存浄化槽転用雨水貯留槽

雨水貯留槽
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国
内
最
高
峰
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
レ
ー
ス
で
年
間
王
者

2
0
1
2
年
全
日
本
選
手
権
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
・
ニ
ッ
ポ
ン
」

の
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
中
嶋
一
貴
選

手
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

中
嶋
一
貴
さ
ん

1985年、稲熊町に生まれる。父は元F1ドライバーの中嶋悟さん。2008年・09年、モー
タースポーツ最高峰のF1で日本人８人目のレギュラードライバーとして活躍。2012
年、自動車レースの世界耐久選手権（WEC）第７戦、富士６時間耐久で日本人とし
て20年ぶりの優勝。趣味はサッカー、カメラなど。取材協力＝中嶋一貴岡崎後援会

▶
「
生
ま
れ
育
ち
、
友
人
や
応
援
し
て
く
れ
る
か
た
が
い
る
岡
崎
。
や
は
り
落
ち
着
き
ま
す
ね
」
と
中
嶋
選
手
。

　

ト
ッ
プ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
し
の
ぎ

を
削
る
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
・ 

ニ
ッ

ポ
ン
」。
中
嶋
選
手
は
、
一
年
間

を
通
し
て
最
も
多
く
ポ
イ
ン
ト
を

獲
得
し
、
参
戦
２
年
目
に
し
て
初

の
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
き
ま
し
た
。

「
ど
う
い
う
展
開
に
な
る
か
最
後

ま
で
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
が
レ
ー

ス
の
魅
力
で
す
」。
そ
の
言
葉
ど

お
り
、
11
月
４
日
、
ラ
ン
キ
ン
グ

首
位
で
迎
え
た
最
終
戦
は
、
年
間

王
者
の
行
方
を
５
人
が
僅き
ん

差さ

で
争

う
、熾し

烈れ
つ

な
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

２
レ
ー
ス
行
わ
れ
る
最
終
戦
の
第

１
レ
ー
ス
は
12
位
と
い
う
厳
し
い

結
果
。
ラ
ン
ク
３
位
に
後
退
と
い

う
波
乱
の
展
開
に
、「
今
季
（
２

０
１
２
年
）
は
自
分
が
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
獲
得
す
る
ん
だ
、
と
強
い

気
持
ち
で
レ
ー
ス
に
臨
ん
で
き
ま

し
た
。
で
も
、
第
2
レ
ー
ス
を
前

に
、
さ
す
が
に
気
持
ち
が
折
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
ね
（
苦
笑
）」。

　

と
こ
ろ
が
、第
２
レ
ー
ス
で
は
、

序
盤
か
ら
圧
巻
の
走
り
を
披
露
。

巧
み
な
ピ
ッ
ト
戦
略
も
功
を
奏

し
、
見
事
に
勝
利
の
チ
ェ
ッ
カ
ー

フ
ラ
ッ
グ
を
受
け
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
後
、
い
つ
も
冷
静
で
気

負
わ
な
い
中
嶋
選
手
が
、
手
を
突

き
上
げ
体
い
っ
ぱ
い
で
喜
び
を
表

し
ま
し
た
。「
力
が
入
り
過
ぎ
る

と
、
レ
ー
ス
中
に
冷
静
な
判
断
が

下
せ
な
く
な
る
の
で
、
今
ま
で
は

目
標
を
口
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
ん
で
す
。
で
も
、
今
季
は
有
言

実
行
で
い
こ
う
と
１
年
や
っ
て
き

ま
し
た
。
見
て
い
た
だ
い
た
と
お

り
喜
び
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

心
か
ら
思
っ
て
口
に
す
る
こ
と
っ

て
す
ご
い
力
だ
と
思
い
ま
し
た
」。

　

勝
つ
こ
と
へ
の
執
念
を
強
く
持

て
た
の
は
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
技

術
に
加
え
、「
積
み
重
ね
て
き
た
経

験
か
ら
得
た
自
信
」。
精
神
面
で
も

着
実
に
成
長
を
遂
げ
る
中
嶋
選
手

の
視
線
の
先
に
は
、
様
々
な
可
能

性
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

「
一
回
優
勝
す
れ
ば
良
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
で
、
二
回
・
三

回
と
優
勝
を
重
ね
て
い
き
た
い
で

す
。自
分
が
結
果
を
出
す
こ
と
で
、

も
っ
と
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
魅

力
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

　

質
問
へ
の
向
き
合
い
方
に
も
、

誠
実
な
人
柄
が
表
れ
る
中
嶋
選

手
。
謙
虚
さ
の
下
に
静
か
な
情
熱

を
燃
や
し
、
新
し
い
シ
ー
ズ
ン
へ

と
、
さ
ら
に
進
化
を
続
け
ま
す
。

◆なかじま  かずき  さん
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た
ち
の
通
学
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
市

電
は
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

伊
賀
町
を
発
車
し
た
電
車
は
、
市
電

最
大
の
難
所
、
井
田
坂
に
臨
み
ま
す
。

北
か
ら
南
へ
下
る
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど

惰
性
と
い
っ
て
も
よ
い
走
行
で
し
た

が
、
反
対
に
上
る
と
き
は
、
最
大
の
力

を
出
し
て
上
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
電
が
走
っ
て
い
た
時
代
か
ら
井
田

坂
の
途
中
に
は
「
井
田
観
音
前
」
と
い
う

バ
ス
停
が
あ
り
ま
す
。
今
は
名
鉄
バ
ス
だ

け
で
す
が
、
か
つ
て
走
っ
て
い
た
国
鉄
バ

ス
に
も
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、

市
電
に
は
法

の
定
め
も

あ
っ
て
、
勾

配
の
途
中
に

は
停
留
場
が

つ
く
れ
な

か
っ
た
の
で

す
。

　
「
神
明
社
」
を
出
た
電
車
は
、
伊
賀

八
幡
宮
の
最
寄
り
停
留
場
で
あ
る
「
八

幡
社
」
ま
で
歩
道
も
な
い
道
幅
の
狭
い

道
路
を
注
意
深
く
進
み
ま
す
。
こ
の
道

の
狭
さ
が
、
し
ば
し
ば
市
電
と
自
動
車

と
の
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
本
格
的
な

自
動
車
社
会
が
到
来
す
る
前
に
市
電
が

廃
止
さ
れ
る
遠
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
幡
社
で
北
か
ら
来
た
電
車
と
行
き

違
い
、
伊
賀
川
を
渡
り
ま
す
。
昭
和
二

十
六
年
に
現
在
の
伊
賀
橋
が
架
け
ら
れ

て
か
ら
は
、
こ
の
橋
の
上
を
走
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
橋
の
上
流
側
を

市
電
専
用
の
橋
で
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
専
用
橋
の
橋
脚
が
市
電
の
遺
構

と
し
て
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
平
成

二
十
年
八
月
末
豪
雨
」
の
際
、
流
出
物

が
こ
れ
に
引
っ
か
か
り
、
川
の
流
れ
を

阻
害
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
は
撤

去
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
両
岸
に
は
橋

台
が
残
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
市
電
専

用
橋
の
名
残
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

橋
を
渡
っ
て
、
平
針
街
道
と
交
差
す

る
南
側
に
「
伊
賀
町
」
停
留
場
が
あ
り

ま
し
た
。
県
立
岡
崎
北
高
へ
通
う
生
徒

日
本
路
面
電
車
同
好
会　

藤
井

建

10

八
幡
社
〜
伊
賀
町
〜
井
田
坂

伊賀八幡宮の鳥居の前を走る市電
名鉄資料館蔵（昭和 34年７月撮影）

〈10〉

岡
崎
発
の
ま
ち
賑に

ぎ

わ
い
事
業

「
ま
ち
ゼ
ミ
」

中
心
市
街
地
の
お
店
が
講
師
と
な
っ
て
、

受
講
者
（
客
）
に
プ
ロ
な
ら
で
は
の
知
識
を

無
料
で
伝
え
る
少
人
数
ゼ
ミ
。
そ
れ
が
〝
得

す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〞
略
し
て
「
ま
ち
ゼ

ミ
」
で
す
。
ま
ち
の
顔
で
あ
る
商
店
街
が
再

び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
な
れ
る
よ
う
、

商
工
会
議
所
の
呼
び
か
け
で
平
成
15
年
1
月

に
始
ま
り
ま
し
た
。
開
催
は
年
２
回
。
今
年

の
夏
で
20
回
を
数
え
ま
し
た
。
岡
崎
の
中
心

市
街
地
で
は
、
美
容
・
健
康
、
飲
食
、
金
融
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
約
80
の
店
舗
が
１
１
０
以

上
の
講
座
を
開
講
し
、
毎
回
１
５
０
０
人
以

上
の
受
講
者
が
参
加
し
ま
す
。

中
心
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
る
の

は
、
岡
崎
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
の
代
表
を
務
め
る

松
井
洋
一
郎
さ
ん（
44
歳
）。「
お
客
様
に
と
っ

て
は
無
料
で
知
識
が
得
ら
れ
、
お
店
側
に

と
っ
て
も
お
店
の
存
在
・
特
徴
を
知
っ
て
い

た
だ
く
と
共
に
、
お
客
様
の
生
の
声
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
ま
ち
に
と
っ

て
も
店
同
士
の
絆
が
深
ま
り
、
信
頼
・
安
心

で
き
る
ま
ち
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
、
ま
さ
に
『
三
方
よ
し
』
一
石
三
鳥

の
事
業
で
す
」

こ
こ
岡
崎
で
発
祥
し
た
ま
ち
ゼ
ミ
は
、
今

で
は
日
本
全
国
に
広
が
り
、
既
に
50
以
上
の

地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
の
商
店
街

か
ら
セ
ミ
ナ
ー
の
依
頼
や
視
察
が
訪
れ
る
な

ど
、
ま
ち
ゼ
ミ
の
輪
は
更
な
る
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

ま
ち
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

開
催
日
／ 

２
月
１
日
㈮
〜
３
月
20
日
㈬（
予
定
）

申　

込
／
１
月
26
日
㈯
か
ら

詳
し
く
は
、
１
月
26
日
㈯
か
ら
参
加
各
店
舗

で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://m
achizem

i.org/

）
で
。



淺井裕介ワークショップ
「どうぶつ内どうぶつ園」（岡崎シビコ屋上）

岡
崎
ア
ー
ト
＆
ジ
ャ
ズ

を
振
り
返
る

11
月
1
日
〜
12
月
2
日
に
開
催
し
た
「
岡
崎
ア
ー
ト
＆
ジ
ャ
ズ
２
０
１
２
」。

中
心
市
街
地
な
ど
で
作
家
13
組
14
人
の
作
品
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ズ
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
芸
術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子ども創作コーナー「オカザえもんの友達をつくろう！」（11/23 岡崎シビコ６階）

平田五郎「Mind Space」
（岡崎公園内東隅櫓）

小柳裕「Sisters（Sofi e,Laura,Inger）」
（旧本多忠次邸）

斉と公平太「オカザえもん in 二七
市」（11/17 八幡通り二七市会場）

ふるかはひでたか「岡崎散歩『二十
七曲りへの旅』」（岡崎シビコ 6階）山本一弥「Frame-blood」（旧本多忠次邸）
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今年 8月、あいちトリエンナーレ2013を開催！岡崎市内のまちなかに作品が登場します。
開催日／ 8月 10日（土）～ 10月 27日（日）
場　所／愛知芸術文化センター、名古屋市美術館、長者町会場、納屋橋会場、岡崎市康生地区ほか
内　容／「揺れる大地－われわれはどこに立っているのか：場所、記憶、そして復活」をテーマに、国内外から約
100 組のアーティストが参加。詳しくは実行委員会事務局へ。

文化総務課　☎ 23 ◆ 6615　あいちトリエンナーレ実行委員会事務局　☎ 052 ◆ 971 ◆ 6111

まちなかジャズ in 能楽堂「月世界」
（11/10 岡崎城二の丸能楽堂）

五万石 JAZZ in 能楽堂（11/17 岡崎城二の丸能楽堂）

今岡友美ジャズボーカルワークショップ
＆ジャズライブ（11/23 りぶらホール）

守屋純子ジャズオーケストラコンサート（12/1 りぶらホール）

りぶらジャズオーケストラJr.岡崎Beanzzミニライブ（りぶら東玄関）まちなかジャムセッション
（まちなかジャズスペース）

11 市政だより  おかざき  2013年（平成25年）1月1日



12市政だより  おかざき  2013年（平成25年）1月1日

いちごフェア
道の駅「藤川宿」（藤川町）

1月12日㈯　9時～16時
（12時30分から入賞したイチゴ即売）

農務課　☎ 2 3 ◆ 6 2 0 1

地元産のイチゴの試食・即売（なくなり次第終了）

場 所

子
育
て
支
援
講
習
会

母
子
寡
婦
福
祉
会
館（
明
大
寺
町
）

☎
54
◆

５
８
３
３

 

1
月
19
日
貍　

13
時
30
分
〜

15
時 

 

リ
ト
ミ
ッ
ク 

 

親
子

30
組
（
先
着
） 

 

前
日
ま
で
に

電
話
で
。

親
子
造
形
セ
ン
タ
ー

ム
カ
デ
凧た

こ

に
挑
戦
！

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館

☎
53
◆

３
５
１
１

 

1
月
27
日
豸　

13
時
〜
15
時  

 

10
連
の
ム
カ
デ
凧
を
作
る 

 

小
学
生
親
子 

 

16
組
（
先
着
） 

 

３
０
０
円 

 

1
月
8
日
㈫

10
時
か
ら
電
話
で
。

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
パ
と
一
緒
に
遊
ぼ
う

☎
26
◆

０
７
０
６

 

2
月
16
日
貍　

①
10
時
②
11

時 
 

乳
幼
児
親
子 

 

各
20
組

（
先
着
） 

 

1
月
18
日
㈮
か
ら
電

話
で
。

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

体
育
協
会
☎
53
◆

７
６
４
４

 

3
月
23
日
貍　

6
時
30
分（
市

体
育
館
集
合
）
〜
26
日
貂 

 

飛

騨
高
山
ス
キ
ー
場
（
宿
舎
は
国
立

乗の
り
く
ら鞍
青
少
年
交
流
の
家
） 

 

小

学
4
年
生
〜
中
学
生 

 

１
７

５
人
（
抽
選
） 

 

2
万
2
千
円

（
3
泊
12
食
）
※
貸
し
ス
キ
ー
（
希

望
者
の
み
）
５
４
０
０
円 

 

市

民
ス
ポ
ー
ツ
課
（
東
庁
舎
2
階
）、

市
体
育
館
に
あ
る
申
込
書
で
。
2

月
22
日
貊
必
着

や
は
ぎ
か
ん

第
4
回
地
域
活
動
報
告
交
流
会

西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
33
◆

３
６
６
５

 

1
月
12
日
貍　

14
時
〜
16
時

30
分 

 

防
災
・
防
犯
活
動
団
体

の
活
動
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
交
流
会 

 

当
日

会
場
へ
。

洋
ラ
ン
展

公
園
緑
地
課
☎
23
◆

６
７
１
７

 

1
月
18
日
貊
〜
23
日
貉 

 

お
か
ざ
き
農
遊
館

ラ
ン
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
講
習
会

 

1
月
19
日
貍　

13
時
30
分 

 

30
人
（
先
着
） 

 

当
日
13
時
か

ら
受
付

初
心
者
洋
ラ
ン
の
育
て
方
講
習
会

 

1
月
20
日
豸　

13
時
30
分 

 

育
て
方
と
植
え
替
え
実
習 

 

40

人
（
先
着
） 

 

当
日
13
時
か
ら

受
付

甲
山
閣　

囲
碁
大
会

市
民
会
館
☎
21
◆

９
１
２
１

 

2
月
3
日
豸　

10
時
〜
15
時 

 

中
学
生
以
上 

 

20
人（
先
着
） 

 

千
円
（
弁
当
・
お
茶
付
き
） 

 

1
月
8
日
貂
10
時
か
ら
電
話
で
。

甲
山
閣

女
性
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

市
民
会
館
☎
21
◆

９
１
２
１

肩
こ
り
解
消
ス
ト
レ
ッ
チ

 

2
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
の
火
曜
日

腰
痛
解
消
ス
ト
レ
ッ
チ

 

3
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
の
火
曜
日

共　

通
 

13
時
30
分
〜
15
時（
4
回
コ
ー
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健康おかざき 21計画～健やか親子推進事業～
妊娠・出産・子育てパネル展

みんな♥生き生き　キラキラ☆生
い の ち

命

健康増進課　☎ 2 3 ◆ 6 1 8 0

1月5日㈯～20日㈰
岡崎げんき館1階市民ギャラリー

作品
募集

「パパの子育て日記」「育男（イクメン）・育爺（イクジイ）
川柳」「家族へのありがとうメッセージ」を募集

★応募用紙は会場にあります。

献血に
ご協力ください

岡崎市の人口

11月末現在の岡崎市内の
窃盗犯発生状況

11月末現在の岡崎市内の
交通事故状況

12月１日現在の

※400ml・成分献血へのご協力お願いします。

新成人の皆さんをはじめ若い世代の
ご協力をお待ちしています。 

はたちの献血キャンペーン実施中

岡崎地区献血推進協議会事務局
福祉総務課　☎23  ◆  6145

1,953件
2,102件
－149件

人身事故
件数

死　　傷　　者
負傷者死 者 合 計

平成24年
平成23年
比  　較

15人
11人
＋4人

2,390人
2,590人
－200人

2,405人
2,601人
－196人

2,748件
3,568件
－820件

侵入盗 乗物盗総 数 非侵入盗
平成24年
平成23年
比  　較

466件
536件
－70件

823件
1,047件
－224件

1,459件
1,985件
－526件

男
女
計
世帯数

190,972人
187,549人
378,521人
148,804世帯

68人増
66人増
134人増
79世帯増

※死亡者は、事故発生から２４時間以内に死亡した人です。

※12月29日（土）・30日（日）、1月1日（祝）～
　1月3日（木）はお休みします。

1月の献血
場　所 曜　日 時　間
岡崎市役所

西庁舎1階ロビー
8 日（火）
9 日（水）

10：00～12：00
13：00～16：00

イオンモール岡崎
（戸崎町）

6 日（日）
19日（土）

10：00～11：30
13：00～16：00

殿橋下流乙川河川敷
（寒中水泳大会会場） 14日（祝）

9：30～11：00
12：00～15：00

岡崎献血ルーム
（東岡崎駅南館 5階）
☎52 ◆ 1800

金曜日
以外

10：00～13：00
14：00～17：45
*成分献血*
10：00～12：00
14：00～17：00

おかざき防災緊急メール

「防災くん」

携帯電話　　
登録サイトは

こちら▶
※コードが読み取れないかたは
http://www.city.okazakibosai.jp/entry/guide/

ス
） 

 

各
12
人
（
先
着
） 

 

2

千
円
（
4
回
分
） 

 

ヨ
ガ
マ
ッ

ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
） 

 

1
月

8
日
貂
10
時
か
ら
電
話
で
。

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
46
◆

４
４
９
０

さ
し
み
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
教
室

 

1
月
31
日
貅　

①
9
時
30
分

〜
11
時
30
分
②
13
時
30
分
〜
15
時

30
分 

 

げ
ん
こ
つ
大
の
大
き
さ

の
こ
ん
に
ゃ
く
を
4
個
作
る 

 

各
40
人
（
抽
選
） 

 

６
０
０
円

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
教
室

 

2
月
6
日
貉
・
7
日
貅　

10

時
〜
12
時 

 

各
15
人
（
抽
選
） 

 

５
０
０
円

共　

通

 

は
が
き
（
1
枚
2
人
ま
で
）、

フ
ァ
ク
ス
（
℻ 

46
◆

４
４
６
５
）

に
、
教
室
名
、
希
望
日
（
時
間
）、

ペ
ー
ジ
上
段
の 

を
記
入
し
、
〒
444
…
２
１
１
２　

市
内
東
阿
知
和
町
乙
力
１
１
６
番

地　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
電
子
申
請
総
合

窓
口
）
か
ら
申
込
可
。
1
月
15
日

貂
必
着

健
康
講
座

健
康
増
進
課
☎
23
◆

６
６
３
９

 

2
月
9
日
貍　

10
時
30
分
〜

12
時 

 

岡
崎
げ
ん
き
館
3
階
講

堂 
 

睡
眠
健
診
「
メ
タ
ボ
予
防

は
快
適
な
睡
眠
か
ら
」 

 

愛
知

医
科
大
学
睡
眠
科
教
授　

塩
見
利

明
氏 

 

１
０
０
人
（
先
着
） 

 

1
月
8
日
貂
か
ら
電
話
で
。

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
！
出
張
測
定

高
年
者
セ
ン
タ
ー
☎
55
◆

０
６
３
７

 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分 
 

血
圧
・
体
組
成
測
定 

 

60
歳
以

上 
 

当
日
会
場
へ
。

会場・電話番号 開催日
高年者センター岡崎　　☎ 55 ◆ 0116 1 月 18 日㈮
南部地域福祉センター　　☎ 43 ◆ 6600 1 月 21 日㈪
東部地域福祉センター　　☎ 48 ◆ 8090 1 月 23 日㈬
中央地域福祉センター　　☎ 25 ◆ 7701 1 月 28 日㈪
北部地域福祉センター　　☎ 45 ◆ 8790 1 月 30 日㈬
西部地域福祉センター　　☎ 34 ◆ 3211 2 月 4日㈪
福祉の村　清楽荘　　☎ 24 ◆ 1754 2 月 15 日㈮
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市民活動センター☎23 ◆ 3114

後期「りぶら講座」
市民の市民による市民のための「まなび」入門講座
  ▶1月17日㈭＝介護食、大正琴▶1月24日㈭＝介護費用、ベ
リーダンス、手品▶2月2日㈯＝詩吟、カラーセラピー、遺言、
フランス語▶2月3日㈰＝コーチング、妊婦ヨガ、茶道、元気
の出る話。詳しくは、りぶらにある講座一覧表で。
 直接または電話で。

ワールドレクチャー 外国を学ぶ（タイ）
 2月3日㈰　14時～16時
 3階会議室303
 55人（先着）
  1月13日㈰から、りぶら国際交流センターへ電話で（☎23 ◆

3148。受付は9時～17時）。

ことばの教室 フランス語
 2月7日・14日・21日の木曜日　14時～16時（3回コース）
 3階りぶら国際交流センター
 受講経験のないかた18人（先着）
  1月20日㈰から、りぶら国際交流センターへ電話で（☎23 ◆

3148。受付は9時～17時）。

ココロが楽になるコミュニケーション上達講座
  2月26日㈫、3月5日㈫　10時～12時（2回コース）
 1階会議室103
 心地良い人間関係を築くためのコミュニケーション術を学ぶ。
 女性30人（抽選）
  往復はがきに、ページ上段の  を記入し、文
化活動推進課「コミュニケーション講座」係へ。2月12日㈫必
着。未就学児の一時保育あり。希望者は、はがきに子どもの
氏名（ふりがな）と生年月日を記入。詳しくは、文化活動推進
課（☎23 ◆ 6222）へ。

新米コック・おとこの料理教室
  2月3日・10日・24日、3月3日・10日・17日の日曜日

　 10時～12時（6回コース）
 2階調理室
 管理栄養士　広瀬輝美氏
 24人（抽選。初めてのかた優先）
 3,500円（6回分）
  往復はがきに、ページ上段の  を記入し、
文化活動推進課「新米コック・おとこの料理教室」係へ。1
月21日㈪必着

文化活動推進課☎23 ◆ 6222

 2月10日㈰　10時
 3階会議室303
 平成25年度分の会議室102A・B定期利用の説明と抽選
 岡崎市施設予約システム利用者登録証
  当日会場へ（一団体2人まで）。市民活動団体優先。市民活
動団体の登録は、市民活動センター（☎23 ◆ 3114）、各地
域交流センターで。詳しくは図書館交流プラザ（☎23 ◆

3100）へ。

会議室定期利用の抽選会

外国人が日本語の歌を歌うのど自慢大会
 2月3日㈰　予選＝13時、決勝＝15時
 りぶらホール

市民活動センター☎23 ◆ 3114

ボランティア募集
 ①９時30分～13時②13時～16時30分
  参加者受付・誘導、会場案内
 各5人程度（先着）
  １月17日㈭～27日㈰に直接または電話で。

健
康
講
演
会

市
民
病
院
総
務
課
☎
66
◆

７
０
１
５

 
2
月
3
日
豸　

13
時
〜
15
時 

 
市
民
病
院
3
階
講
堂 

 

が

ん
を
知
る
〜
早
期
に
発
見
！
怖
く

な
い
！
〜 

 
消
化
器
内
科
部
長

坂
野
閣
紀
ほ
か 

 
80
人
程
度
（
先

着
） 

 

1
月
7
日
豺
〜
2
月
1
日

貊
。
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
（
℻ 
25
◆

２

９
１
３
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（

som
u.

keiri@
okazakihospital.jp

）で
、

ペ
ー
ジ
上
段
の 

を
市
民
病
院
総
務
課
「
健
康
講
演

会
」
係
へ
。

勤
労
者
の
た
め
の
講
座
・
教
室

商
工
労
政
課
☎
23
◆

６
３
５
１

勤
労
者
共
済
会
☎
54
◆

８
４
９
５

絵
て
が
み
講
座

 

2
月
9
日
・
23
日
、
3
月
9

日
・
23
日
の
土
曜
日　

9
時
30
分

〜
11
時
30
分
（
4
回
コ
ー
ス
） 

 

「
能
」
体
験
半
日
教
室

Ｄ
ｏ　

ｙ
ｏ
ｕ　

能
？

三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館

☎
24
◆

２
２
０
４

 

2
月
23
日
貍　

13
時
〜
16
時 

 

岡
崎
城
二
の
丸
能
楽
堂 

 

能

の
歴
史
や
謡う

た
いを
学
び
、
舞
台
に
立

ち
舞
を
体
験 

 

小
学
校
高
学
年

以
上 

 

15
人
（
先
着
） 

 

白

足
袋
ま
た
は
白
靴
下
2
組 

 

1

月
7
日
豺
9
時
か
ら
電
話
で
。

20
人
（
先
着
） 

 

2
千
円
（
4

回
分
。
1
回
2
枚
程
度
作
成
）

話
し
方
教
室

 

2
月
13
日
貉
、
3
月
13
日
貉

19
時
〜
21
時
（
2
回
コ
ー
ス
） 

 

15
人
（
先
着
）

共　

通

 

勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー 

 

1
月

8
日
貂
か
ら
、
商
工
労
政
課
（
西

庁
舎
地
下
1
階
）、
勤
労
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
支
所
に
あ
る
申
込
書
で
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク

体
験
会

岡
崎
中
央
総
合
公
園

☎
25
◆

７
８
８
７

 

毎
月
第
4
日
曜
日　

10
時
〜

11
時
30
分 

 
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

オ
ー
ク
の
講
義
、
体
験
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

 
各
20

人
程
度
（
先
着
） 

 

雨
具
（
傘

不
可
）・
帽
子
・
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
（
両
手
が
ふ
さ
が
ら
な
い
鞄か

ば
ん）・

手
袋 

 

実
施
日
の
2
日
前
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
℻ 

25
◆

５
８
１
５
）
で
、
経
験
の
有

無
と
ペ
ー
ジ
上
段
の 

 

を
、
岡
崎
中
央
総
合
公
園

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
体
験

会
」
係
へ
。

15 市政だより  おかざき  2013年（平成25年）1月1日

中央図書館☎23 ◆ 3115

1月のブックスタート
  月曜日／10時～11時30分、13時30分～15時
　 木曜日／13時30分～15時（1月3日を除く）
　  上記以外の日時を希望の場合は中央図書館へご相談くだ
さい。
 2階子ども図書室　おはなしのへや
 読み聞かせと絵本のプレゼント
  平成24年2月以前に生まれた１歳6カ月未満の子どもと保
護者（平成24年3月以降に生まれたかたへは順次通知し
ます）
 母子健康手帳・ブックスタート案内状（対象のかたに郵送）

特別企画展「お茶のあるくらし～生活スタイルと茶～」関連イベント

中央図書館☎23 ◆ 3111

講演会「世界のお茶文化を語る」
   1月13日㈰　14時～16時
 1階会議室103
 社団法人豊茗会理事長　松下智氏

　 愛知大学大学院教授　河野眞氏
 50人程度（先着）
  当日会場へ。

体験講座「家族団らん　団茶を飲もう！」
   2月2日㈯、3月2日㈯　10時～12時
 2階調理室
 お茶にまつわる話、昔のお茶の飲み方体験、茶菓子あられ作り
  小中学生親子
 各5組（抽選）
  開催日2週間前までに、はがき、ファクス（℻23 ◆ 3165）に、
希望日とページ上段の  を記入し、岡崎むか
し館「体験講座」係へ。

図書館交流プラザ

☎23◆3100（水曜日休館）

〒444…0059　康生通西4丁目71番地

中央図書館☎23 ◆ 3111

あいちの起業家応援フェア
  1月17日㈭～3月12日㈫
 中央図書館1階
  創業に関する資料や起業に役立つ新規開業者の実態調査な
どの情報・図書を展示

共　催
日本政策金融公庫国民生
活事業・ドリームゲート

関連イベント
創業･経営支援セミナー

高収益を実現するインターネットを
使った販路拡大の3つの秘策

  2月17日㈰　13時30分～15時30分  3階会議室301～303
 ドリームゲートアドバイザー　泉高憲氏  80人（先着）
  1月7日㈪から、中央図書館にある申込書（中央図書館ホームページか
ら入手可）で。

※システム更新のため、1月3日㈭まで図書館ホームページを休止しています。

「
水
道
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」

裏
面
有
料
広
告
を
募
集

水
道
局
営
業
課
☎
23
◆

６
７
５
６

 

▼
掲
載
期
間
＝
4
月
〜
平
成

26
年
3
月
の
う
ち
の
2
カ
月
▼
広

告
ス
ペ
ー
ス
＝
１
７
０
㍉
×
65
㍉

▼
配
布
先
＝
市
内
約
12
万
世
帯
▼

掲
載
料
＝
単
色
10
万
5
千
円
、
カ

ラ
ー
21
万
円 

 

1
月
31
日
貅
ま

で
に
電
話
で
。

岡
崎
駅
南
土
地
区
画
整
理
事
業

の
変
更
事
業
計
画
の
縦
覧

組
合
指
導
室
☎
23
◆

６
２
８
３

 

1
月
8
日
貂
〜
21
日
豺　

8

時
30
分
〜
17
時
15
分 

 

組
合
指

導
室（
西
庁
舎
4
階
） 

 

変
更
事

業
計
画
に
意
見
の
あ
る
か
た
は
、

2
月
4
日
㈪
ま
で
、
市
に
意
見
書

を
提
出
で
き
ま
す
。

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

自
衛
隊
岡
崎
出
張
所

☎
21
◆

７
３
０
３

 

▼
願
書
受
付
＝
2
月
1
日
貊

〜
4
月
26
日
貊
▼
試
験
日
＝
5
月

11
日
貍
・
12
日
㈰
※
12
日
は
飛
行

の
み 

 

▼
一
般
・
技
術
・
飛
行

＝
大
学
卒
見
込
み
は
22
歳
未
満
、

大
学
卒
は
26
歳
未
満
、
大
学
院
卒

（
見
込
み
含
む
）
は
28
歳
未
満
▼

歯
科
＝
専
門
大
卒（
見
込
み
含
む
）

の
30
歳
未
満
▼
薬
剤
科
＝
専
門
大

卒
（
見
込
み
含
む
）
の
28
歳
未
満

※
す
べ
て
平
成
26
年
4
月
1
日
現

在 
 

自
衛
隊
岡
崎
出
張
所
に
あ

る
受
験
案
内
で
。

市
民
病
院
嘱
託
職
員
募
集

市
民
病
院
総
務
課
☎
66
◆

７
０
１
２

 

▼
採
用
＝
4
月
▼
試
験
＝
2

月
7
日
貅 

 

昭
和
28
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た 

 

若

干
名 

 

1
月
15
日
貂
か
ら
市
民

病
院
総
務
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
西
庁
舎
1
階
）
で
配
布
す

る
申
込
書
（
市
民
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）
で
。
1
月

25
日
貊
必
着

看
護
助
手

 

病
棟
、
手
術
室
、
救
命
セ
ン

タ
ー
、
救
外
部
門
の
看
護
師
の
補

助
業
務 

 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
1

級
・
2
級
、
介
護
福
祉
士
の
有
資

格
者
ま
た
は
平
成
24
年
度
中
に
取

得
見
込
み
の
か
た

業
務
補
助
員

 

外
来
診
療
科
の
診
察
介
助
、
患

者
説
明
な
ど
の
看
護
師
補
助
業
務
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巨大地震に備えよう

防災危機管理課　☎ 2 3 ◆ 6 5 3 3

平成24年8月に内閣府が発表した南海トラフ巨大地震の想定は、全国で死者
32万人という衝撃的なものでした。岡崎市内では、最大で震度７の揺れが襲
うと予想されています。

　南海トラフ巨大地震は、フィリピン海プレートと
ユーラシアプレートの間にある海溝付近を震源域と
し、駿河湾から九州沖まで影響があるため、広範囲
の被害が懸念されます。被害の範囲が広くなるほど
犠牲者も増え、救援部隊・物資の到着も遅くなりま
す。「家の耐震化」「家具の固定」「食糧の備蓄」な
どの震災対策は速やかに行いましょう。

巨大地震に備えた準備をしよう
　どのような災害が起きても、自分が持つ最大限の
力を使って震災から身を守る覚悟を持つことが大切
です。家族や近所のかたと協力して、いつ起きるか
わからない巨大地震を乗り切るため、町内会の防災
訓練に積極的に参加し、普段から家族で防災につい
て話し合いましょう。

自分の身の安全を守ろう

市ホームページで防災ミーティングシートがダウンロードできます。

広報課　☎ 2 3 ◆ 6 0 3 3

県
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正

商
工
労
政
課
☎
23
◆

６
３
５
１

 

県
内
の
特
定
の
産
業
に
適
用
さ

れ
る
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
岡
崎
労

働
基
準
監
督
署
（
☎
52
◆

３
１
６

１
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼

鉄
鋼
業
／
８
７
４
円
▼
は
ん
用
機

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等

貸
出
事
業
を
廃
止
し
ま
す

安
全
安
心
課
☎
23
◆

６
３
４
０

 

着
用
義
務
化
か
ら
12
年
以
上
が

経
過
し
普
及
が
進
ん
だ
た
め
、
普

及
啓
発
を
目
的
に
実
施
し
て
き
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し

を
3
月
29
日
貊
で
終
了
し
ま
す
。

岡
崎
中
央
総
合
公
園
の
臨
時
休
業

☎
25
◆

７
８
８
７

 

成
人
式
開
催
の
た
め
、
1
月

13
日
豸　

9
時
〜
16
時
の
間
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
臨
時
休
業

し
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を

災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

予
防
課
☎
21
◆

９
８
５
９

 

1
月
26
日
貍
は
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
昭

和
24
年
に
奈
良
県
の
法
隆
寺
金
堂

で
起
き
た
火
災
を
教
訓
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
貴
重
な
文
化
財
の
保

護
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

美
術
博
物
館
の
臨
時
休
館
日

☎
28
◆

５
０
０
０

 
美
術
博
物
館
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
シ
ョ
ッ
プ「
ク
ロ
ス
ピ
ア
」は
、

展
示
替
え
の
た
め
1
月
14
日
豢
〜

25
日
貊
に
臨
時
休
館
し
ま
す
。
レ

ス
ト
ラ
ン
「
セ
レ
ー
ノ
」
は
1
月

14
日
豢
・
15
日
貂
・
21
日
豺
・
22

日
貂
に
休
業
し
ま
す
。

▼
文
化
財
付
近
で
の
た
き
火
や
喫

煙
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
文
化
財
付
近
で
子
ど
も
が
火
遊

び
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
管
理
者
の
か
た
は
文
化
財
建
造

物
な
ど
に
不
審
者
な
ど
が
侵
入

し
、
放
火
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

予
防
査
察

 

1
月
15
日
貂
〜
25
日
貊

消
防
訓
練

 

1
月
20
日
豸　

8
時 

 
六
所

神
社
（
明
大
寺
町
）
※
訓
練
場
所

付
近
で
は
、
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
走
り
ま
す
。

器
製
造
業
／
８
４
９
円
▼
電
気
機

器
製
造
業
／
８
１
５
円
▼
輸
送
用

機
器
製
造
業
／
８
５
４
円
▼
精
密

機
器
製
造
業
／
８
０
４
円
▼
各
種

商
品
小
売
業
／
７
９
２
円
▼
自
動

車
（
新
車
）
小
売
業
／
８
３
６
円
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1/17・24・31、2/7

1/15・22・29、2/5

1/16・23・30、2/6

木曜日

火曜日

水曜日

11月１日号の
答

応募方法 － はがき（１人１枚）に
①答え②郵便番号・住所・氏名・年齢・
職業③良かった記事（複数可）④良
くなかった記事（複数可）⑤市政だ
よりの感想・掲載して欲しい内容な
どを記入し、〒444…8601　市役所
広報課へ。クイズ正解者の中から
10人のかたに500円分の図書カード
を贈呈します。

まぜめん

あけまして
おめでとうございます。
今年は○年
＊1月31日㈭必着＊

ど し

実施園 実施日 電　話
福　岡 月・水 ☎51 ◆ 9131
島　坂 月・水 ☎31 ◆ 6766
藤　川 火・木 ☎48 ◆ 2266
中　園 火 ☎31 ◆ 2783
六ツ美南 火 ☎43 ◆ 2645
緑　丘 火 ☎53 ◆ 9617
豊　富 火・木 ☎82 ◆ 3039
豊富第二 月・水 ☎82 ◆ 4888
岩　松 火・木 ☎45 ◆ 1488
八　帖 水 ☎23 ◆ 2911
竜　谷 水 ☎52 ◆ 4105
形　埜 月・水 ☎84 ◆ 2031
六ツ美北 水 ☎52 ◆ 2667

健康長寿・介護に関する催し・講座
長寿課　☎ 2 3 ◆ 6 8 3 7

きらりシニア塾

 2月13日㈬　11時～13時  ぬかた会館  体操  400円（食事付き）  前日
までに電話（額田の里☎82 ◆ 4370）で。

介護予防教室

 1月8日㈫から前日までに電話で各会場へ（先着）。

日　時 内　　容 会場・電話

1 ／22㈫　13:30～15:30 回想法（懐かしの岡崎）・
ストレッチ 南部地域福祉センター　☎43 ◆ 6600

1 ／24㈭　10:00～12:00 音楽療法・ストレッチ 東部地域福祉センター　☎48 ◆ 8090

1 ／25㈮　10:00～12:00 音楽療法・ストレッチ 北部地域福祉センター　☎45 ◆ 8790

1 ／29㈫　13:30～15:30 回想法（懐かしの岡崎）・
ストレッチ 中央地域福祉センター　☎25 ◆ 7701

1 ／31㈭　10:00～12:00 回想法（懐かしの岡崎）・
ストレッチ 西部地域福祉センター　☎34 ◆ 3211

2 ／ 4 ㈪　13:30～15:30 ロコモティブ
シンドローム予防 東部地域福祉センター　☎48 ◆ 8090

2 ／ 5 ㈫　13:30～15:30 落語で笑って健康づく
り・ストレッチ 南部地域福祉センター　☎43 ◆ 6600

2 ／ 8 ㈮　10:00～12:00 回想法（懐かしの岡崎）・
ストレッチ 高年者センター岡崎　☎55 ◆ 0116

2 ／ 8 ㈮　10:00～12:00 ロコモティブ
シンドローム予防 北部地域福祉センター　☎45 ◆ 8790

2 ／14㈭　10:00～12:00 回想法（懐かしの岡崎）・
ストレッチ 東部地域福祉センター　☎48 ◆ 8090

2 ／15㈮　10:00～12:00 ロコモティブ
シンドローム予防 西部地域福祉センター　☎34 ◆ 3211

新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
保
年
金
課
☎
23
◆

６
１
７
１

岡
崎
年
金
事
務
所
☎
23
◆

２
５
１
５

 

国
民
年
金
は
、
老
後
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が

い
者
・
働
き
手
を
亡
く
し
て
母
子

家
庭
と
な
っ
た
場
合
の
生
活
保
障

を
目
的
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し
た
、
公
的
年
金
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基

礎
と
な
る
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度
で
す
。
日
本
に
住

所
の
あ
る
20
歳
以
上
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歳
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満
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か
た
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す 

 

加
入
者
／
①
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1
号

被
保
険
者
＝
農
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漁
業
従
事
者
・

自
営
業
者
・
学
生
・
ア
ル
バ
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ト
・

無
職
の
か
た
②
第
2
号
被
保
険
者

＝
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
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し
て
い
る
会
社
員
や
公
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員
の
か

た
（
原
則
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で
）
③
第
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号

被
保
険
者
＝
第
2
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
（
夫
）
※
①
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該
当
の
か
た
は
国
民
年
金
へ
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加
入
手
続
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が
必
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で
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課
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保
険
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）。
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困
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か
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免
除
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若
年
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学
生
納
付
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３
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０
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り
）
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件
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ど
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月
29
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。
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合
格
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速
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狩
猟
免
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試
験
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＝
1
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日
貉

〜
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日
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▼
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験
日
＝
2
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14
日
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県
西
三
河
総
合
庁
舎
（
☎

23
◆

１
２
１
１
）
に
あ
る
受
験
案

内
で
。
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■外国の人と英語で話してみませんか
1月20日㈰　13時30分。りぶら。300
円。往復はがきに郵便番号、住所、氏
名、年齢、電話番号を記入し、〒444
…0071 市内稲熊町5丁目76番地38
谷澤章治（☎24 ◆ 7190）へ。1月10
日㈭必着

■劇団朋友公演「真砂女」
1月22日㈫　18時30分。市民会館。会
員制。入会金、月会費各2,500円。電話
で申込。岡崎演劇鑑賞会☎22 ◆ 4693

■英国流マークのやさしい英会話
　（準中級）
土曜日（初回は2月2日）　10時5分。
りぶら。5,600円（7回分。教材費別
途）。Eメール（ mabodell@hotmail.
com）で申込。1月27日㈰必着。マー
ク・ボデル☎0565 ◆ 27 ◆ 2944

■行政書士による無料相談会
▶住宅賃貸借トラブル相談／ 2月2日
㈯、3月2日㈯　13時～16時。シビッ
クセンター。電話で申込。愛知県行政
書士会☎052 ◆ 931 ◆ 4068
▶市民生活相談／ 2月16日㈯、3月9
日㈯　9時30分～12時。りぶら。当
日会場へ。愛知県行政書士会岡崎支部
☎65 ◆ 5838

■ワーク・ライフ・バランス推進セミナー
2月6日㈬　13時30分。刈谷市産業振
興センター。県西三河県民事務所、市
役所商工労政課（西庁舎地下1階）に
ある申込書で。1月25日㈮必着。県西
三河県民事務所☎27 ◆ 2782

■丹田呼吸健康法 無料体験講座
2月8日㈮　10時。南部市民センター
分館。電話で申込。岡崎地域丹田呼吸
の会　中村☎55 ◆ 4031

■ヨガ・ベリーダンス・エクササイズ
▶毎週木曜日　ベリーダンス＝10時
45分、キッズベリーダンス＝16時50
分、男ヨガ＝19時30分▶第1・第3木
曜日　親子ヨガ＝9時30分▶第2・第
4木曜日　エクササイズ＝13時10分。
りぶら。1回750円～。電話で申込。
AUJAS☎080 ◆ 5128 ◆ 0483

■第40回西三河スキー大会
2月17日㈰　8時30分。白馬五竜い
いもりゲレンデ（長野県）。1,800円。
市役所市民スポーツ課（東庁舎2階）、
市体育館にある申込書で。1月31日㈭
必着。岡崎市スキー協会　寺本☎090
◆ 7673 ◆ 5111

■「岡額」の食と農を見て、食べて、
　交流しよう
2月14日㈭　11時。むらさきかん。1
月25日㈮までに電話で申込。県西三河
農林水産事務所　西中☎0566 ◆ 76 ◆

2400

■若者UPプロジェクト
▶説明会＝毎週月曜日　14時▶講座＝
毎週火・金曜日　13時。岡崎若者おい
でんクラブ（吹矢町。☎83 ◆ 7304）。
パソコン基礎講座。15歳～39歳。電
話で申込

街角情報BOX

サ ー ク ル 発 表 会
市 民 活 動 催し・講座

平成25年 消防出初式 殿橋下流
乙川河川緑地
（雨天時は市民会館）

消防課　☎ 2 1 ◆ 9 8 8 6

1月13日日　10時～
消防職員・消防団員による分列行進や一斉放水、
優良消防団員・功績のあった各種団体の表彰、
消防職員の訓練

心身共に健康な 18 歳
以上の男性（学生不可）。
各地域の消防団または
消防課へ。

消防団員を
募集します
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1/

1/
31

1（祝）

（木）

1月 1月1日（祝） 1月2日（水） 1月3日（木） 1月6日（日） 1月13日（日） 1月14日（祝） 1月20日（日） 1月27日（日）

午
前
９
時
〜
正
午　

午
後
２
時
〜
６
時

薬局サングリーン　岡崎店
（薮　田）
☎28-2755
お～ろら薬局
（昭　和）
☎33-3254
あい調剤薬局　六供店
（六　供）
☎24-0036

お～ろら薬局
（昭　和）
☎33-3254
スギヤマ薬局　百々店
（百　々）
☎65-8782

（10時～19時）
鈴木薬局
（戸　崎）
☎53-0053

お～ろら薬局
（昭　和）
☎33-3254
星野薬局
（曙　町）
☎22-4334
ナンブ薬局　幸田店
（幸　田）
☎56-3277

やはぎ薬局
（宇頭）☎32-9171
クロノ薬局

（石神）☎22-3965
アイセイ薬局　明大寺店
（明大寺）☎57-8660
こうむら薬局

（上六名4）☎52-8899
パナプラスむつな薬局
（向山）☎58-2777
和田薬局

（六名本）☎53-3786
すみれ調剤薬局　上地店
（上地5）☎59-2882

真伝ケーアイ薬局
（真　伝）
☎24-2783
ハロー薬局　岡崎店
（宮　地）
☎57-1031
むつみ薬局
（宮　地）
☎54-8819
アポロ薬局　幸田店
（幸　田）
☎62-8328

あい調剤薬局　鴨田店
（鴨田南）
☎66-0270

ハーズ岡崎調剤薬局　北斗店
（仁　木）
☎45-1211
お～ろら薬局
（昭　和）
☎33-3254
ケーアイ薬局
（鴨田本）
☎26-4166
調剤薬局アモス　緑丘店
（緑丘2）
☎71-7086

アイセイ薬局　洞店
（　洞　）
☎26-6618
イオン薬局　岡崎南店
（戸　崎）
☎58-8187
ふじ薬局
（中　田）
☎58-8875

山田薬局
（井　田）
☎23-8617
アイセイ薬局　洞店
（　洞　）
☎26-6618
吉文字屋　大山薬局
（連尺通）
☎22-0144
エイチアンドビー薬局
（柱曙2）
☎71-1881
いぶき薬局
（下青野）
☎57-7011

1月 1月1日（祝） 1月2日（水） 1月3日（木） 1月6日（日） 1月13日（日） 1月14日（祝） 1月20日（日） 1月27日（日）

午
前
９
時
〜
正
午　

午
後
２
時
〜
６
時

内
科
ま
た
は
小
児
科

ところ内科
（薮田2）
☎28-2880

宮地医院
（伊　賀）
☎21-2992

矢田内科循環器科
（北　野）
☎32-3739

吉田医院
（宇　頭）
☎31-5110

花田こどもクリニック
（真　伝）
☎28-2400

粟屋医院
（鴨田本）
☎21-3656

おにづか内科クリニック
（筒　針）
☎34-1383

かとう内科
（伊賀新）
☎25-2120

小児科延寿堂杉浦医院
（能見通）
☎24-1470

オハラ医院
（大　平）
☎21-6308

山中クリニック
（稲　熊）
☎27-1919

松下内科
（明大寺）
☎58-2615

たなむらクリニック
（康生通）
☎65-1456

新海医院
（板　屋）
☎21-0023

のびのびこどもクリニック
（　洞　）
☎28-7272

ハートクリニック神田
（　洞　）
☎65-8182

三ヶ根クリニック
（幸　田）
☎62-2055

野々村クリニック
（幸　田）
☎56-6500

おはら内科クリニック
（幸　田）
☎62-8400

緑の森こどもクリニック
（上地２）
☎57-2710

いしかわ内科クリニック
（宮　地）
☎54-8887

こん野ファミリークリニック
（幸　田）
☎56-1505

葵セントラル病院
（中　田）
☎53-7815

志貴こどもクリニック
（柱曙１）
☎58-1361

外 

科

ワシミ整形外科
（久後崎）
☎52-8811

竜美ヶ丘整形外科
（竜美中2）
☎54-1515

岡崎共立病院
（羽　根）
☎55-0660

菅整形外科・内科クリニック
（石　神）
☎24-2828

城南整形外科
（宮　地）
☎54-6686

北斗病院
（仁　木）
☎66-2811

別府外科
（鴨　田）
☎22-4139

おくやしきクリニック
（下青野）
☎57-5353

産
婦
人
科

愛知県救急医療情報センター（☎21-1133）へ
お問い合わせください。

皮
膚
科

酒井皮ふ科
（矢　作）
☎32-9929

みしま医院
（康生通）【泌尿器科も可】
☎21-1648

こうた皮フ科クリニック
（幸　田）
☎56-1311

渡辺皮フ科
（稲　熊）
☎23-8005

荻須医院
（籠田）【泌尿器科も可】
☎21-0781

亀井医院
（伝馬通）
☎22-5110

大竹医院
（明大寺）【泌尿器科も可】
☎22-1449

さいとう皮膚科
（柱曙２）
☎54-6300

耳 

鼻
咽
喉
科

島田耳鼻咽喉科
（六　供）
☎21-3387

水上眼科耳鼻咽喉科
（暮　戸）
☎33-2111

坂堂医院
（福　寿）
☎21-6156

三崎町うえじ耳鼻咽喉科
（三　崎）
☎54-2833

西山みみ・はな・
のどクリニック
（幸　田）
☎62-8781

耳鼻いんこう科嶋田医院
（鴨田南）
☎24-6555

犬塚耳鼻咽喉科
（上里1）
☎26-3314

天野耳鼻咽喉科
（羽　根）
☎51-8741

眼 

科

足立眼科
（井　田）
☎22-0219

水上眼科耳鼻咽喉科
（暮　戸）
☎33-2111

みやした眼科
（明大寺）
☎57-8166

足立眼科
（井　田）
☎22-0219

みやした眼科
（明大寺）
☎57-8166

緑丘アイクリニック
（緑丘２）
☎71-7711

岡崎南上地眼科クリニック
（上地２）
☎73-3005

岡田眼科医院
（八　幡）
☎21-0134
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市民スポーツ課　☎ 2 3 ◆ 6 3 6 3

交通安全 第64回
岡崎市民駅伝競走大会

1月20日
岡崎中央総合公園
10 時 ス タ ート

日

高校・一般女子の部は10時33分
ライフコサージュ岡崎（旧ウェル
サンピア岡崎）南東スタート

【交通規制のお知らせ】 渋滞が予想されます。ご理解とご協力をお願いします。

排気ガスなし！電動のマラソン専用先導車 HONDA Dream Queen が先導します。

エフエムおかざき
生中継

放送は、当日9時30分～14時

まちバスの一部運休
東西ルート　中　岡　崎 9:50発　岡崎げんき館 行き
　　　　　　岡崎げんき館 10:17発　中　岡　崎 行き
南北ルート　シ ビ コ 北 10:00発　市　役　所 行き
　　　　　　市　役　所 9:55発　シ ビ コ 北 行き

開催有無の決定は

※PHS、一部の携帯電話からはご利用できません。

当日7時から
☎0180 ◆ 991 ◆ 557
でご案内します。


